
 

 

    平成３０年１１月６日 

各      位 

会 社 名  ニ プ ロ 株 式 会 社

代表者名  代表取締役社長 佐野 嘉彦

 （コード番号：8086  東証第１部） 
問合せ先  常務取締役経営企画本部長 余語 岳仁

 （ＴＥＬ ０６－６３７２－２３３１） 
 

業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
  

近の業績の動向等を踏まえ、平成３０年８月９日に公表した平成３１年３月期第２四半期（累計）期間お

よび通期の業績予想ならびに配当予想を修正することとしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）平成３１年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成３０年４月１日～平成３０年９月３０日） 

（単位 百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主

に帰属する
四半期純利益 

１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 208,600 9,899 8,200 5,200 31 円 25 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 208,300 12,000 13,700 7,600 46 円 22 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △300 2,101 5,500 2,400 － 

増 減 率            （％） △0.1 21.2 67.1 46.2  － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成３０年３月期第２四半期） 
187,903 11,495 11,776 8,282 49 円 83 銭 

 
（２）平成３１年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

（単位 百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 426,800 23,400 20,400 14,200 85 円 33 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 428,200 24,900 24,100 14,700 89 円 40 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,400 1,500 3,700 500 － 

増 減 率            （％） 0.3 6.4 18.1 3.5 － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（平成３０年３月期） 

395,397 27,088 22,684 11,829 71 円 15 銭 

 

２．配当予想の修正 

 第２四半期末 期末 年間 

前回発表予想（平成 30 年 8 月 9 日）  12.00 円 18.00 円 30.00 円 

今 回 修 正 予 想 19.00 円 13.00 円 32.00 円 

当 期 実 績    －  円   －  円   －  円 

（ご参考） 

前 期 実 績 
17.50 円 11.00 円 28.50 円 



３．修正の理由 

（１）業績予想の修正について 

  ①平成３１年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正について 

   売上高および売上総利益につきましては、オーソライズドジェネリックの販売好調とジェネリック薬品

の拡販努力により薬価改定の影響をある程度吸収できましたが、バスキュラー関連製品および医薬品受託

製造の売上未達等により、期初予想をわずかに下回る見込みとなりました。 

営業利益につきましては、経費の効率的使用と経常経費の削減により、期初予想を上回る見込みとなり

ました。また、経常利益につきましても、為替が円安方向で推移したことによる為替差益発生の結果、期

初予想を上回る見込みとなりました。 

この結果、課税所得の増加に加え、子会社の留保利益にかかる税効果の増加などもあり法人税等の金額

は増加するものの、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、当初予想を上回る見込みとなり

ました。  

 

  ②平成３１年３月期通期連結業績予想数値の修正について 

   売上高および営業利益につきましては概ね期初の業績予想に沿って進捗しております。 

経常利益につきましては、今後の経済情勢や政治動向などが不透明ではあるものの、本業の継続的な成

長の下支えもあり、通期においても期初予想を上回る見込みといたします。また、親会社株主に帰属する

当期純利益につきましても、経常利益の上方修正を踏まえ、期初予想を若干上方修正いたします。 

 

（２）配当予想の修正について 

当社の配当方針としましては、単体当期純利益の２５％と連結当期純利益（親会社株主に帰属する当期

純利益）の７５％の合計額を配当の基礎となる利益額とし、平成３１年３月期についてはその３９％を配

当に充てる予定としております。配当金につきましては、今回の業績予想の修正に伴い修正いたします。 

 

 

上記の予想は、本資料の発表日現在における事業環境において入手可能な情報に基づき作成したものです。 

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


